





は じ め に
本稿は，アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー（Ah・mad Ibn Fad・l Allāh al-




































































































































4）　al-Qād・ī al-Fād・il, Muh・yī al-Dīn ‘Abd al-Rah・īm al-Baysānī. ファーティマ朝やサラーフ・アッ
ディーンに仕えた書記。596/1200年没［研究篇：179頁；“al-K・ād・ī al-Fād・il,” EI2］。
5 ）　Asad al-Dīn Šīr-kūh. ザンギー朝のヌール・アッディーンによってエジプトに派遣された将軍。
ファーティマ朝のカリフ＝アディードのワズィールに任じられた。564/1169年没［研究篇：180
頁］。彼への委任状は S・ubh・に引用されている［S・ubh・, v. 10：80 - 90］。
6）　al-Malik al-Nās・ir S・alāh・ al-Dīn. 訳注（ 1）32頁注12参照。
7 ）　Šihāb al-Dīn Abū al-T
－
anā’ Mah・mūd al-H・alabī. マムルーク朝時代の詩人，法学者，書記。
644/1246 - 47年生，725/1325年没。マムルーク朝文書庁に長年仕えた［研究篇：180頁］。
8 ）　al-‘Ādil Kitbuġā. マムルーク朝スルターン。在位694～696/1294～1296年。彼への委任状は
S・ubh・に引用されている［S・ubh・, v. 10：47 - 53］。
9 ）　al-Mans・ūr Lāgˇīn. マムルーク朝スルターン。在位696～698/1296～1299年。彼への委任状は






























10）　Ibn Luqmān. 訳注（ 3）24頁注32参照。
11）　al-Z・āhir Baybars. マムルーク朝スルターン。在位658～676/1260～1277年。彼への委任状は
S・ubh・他に引用されている［S・ubh・, v. 10：111 - 116；研究篇：181頁］。
12）　al-Fād・il Muh・yī al-Dīn b. ‘Abd al-Z・āhir. マムルーク朝に仕えた書記，文人。620/1223年生，
692/1292年没［研究篇：181頁；“Ibn ‘Abd al-Z・āhir,’’ EI2］。
13）　al-Mans・ūr Qalā’ūn. マムルーク朝スルターン。在位678～689/1279～1290年。彼への委任状は
S・ubh・他に引用されている［S・ubh・, v. 10：116 - 120；研究篇：181頁］。
14）　この部分は校訂テキストでは li-l-m-w-l-k となっているが，諸写本より li-l-mulūk の誤植と判断
される。


































































18）　校訂テキストには i‘mal とあるが，誤植であろう。諸写本に従い i‘lam と読んで訳した。
19）　dīwān al-iqt・ā‘. マムルーク朝期には dīwān al-gˇayš，もしくは dīwān al-gˇuyūš al-mans・ūra とも







































なる［Ayalon 1953：464 - 467］。
24）　mustanad. Tat
－
qīf：89 - 92, Gecek 2001：72 - 73および松田俊道2010：83頁を参照。
25）　murabba‘a gˇayšīya. ムラッバアとは，諸官庁が文書庁に文書の発給を依頼する際に，発給す
べき文書の内容を記して当該官庁から文書庁へ回付する文書［熊倉和歌子2009：68, 82頁注56；



















































28）　nā’ib al-salt・ana. この役職については，本訳41 - 42頁および訳注（ 3）29 - 30頁を参照。
29）　ustād
－



















































































Burd の詩からの引用［研究篇：183 - 184頁；“Bashshār b. Burd,” EI2］。
40）　「語らせるように」と訳出した部分は，校訂に従って tastant・iq と 3 人称女性単数形として読
むと，主語は「舌」となる。しかし，舌に語らせるのはこの文書の受取人なので，ここは
yastant・iq（未完了要求法 3人称男性単数）と読んで，文書の受取人に対する間接命令と考えた。
この部分は写本間に相違があり，B［f. 41b］, D1［f. 79b］, Sh［f. 66a］の 3写本は校訂と同様に
綴るが，底本（Ｌ写本）をはじめD2［f. 49a］, F［f. 57a］, Ld［f. 36b］, S2［f. 69a］の 5写本には，
最初の t/yを区別する弁別点が書かれていない。S1写本［f. 81b］では yastant・iq と綴られている。
































43）　tašuddu bi-hi al-dawlatu azra-hā. 『クルアーン』20章31節に類似する表現が見られる。
































































































Tumād・ir bt. ‘Amr はこの名で知られていた。彼女は兄弟のMu‘āwiya と S・ah˘
r のために詠んだ哀
歌で名高い。この一文は，サフルが矢に射抜かれたという故事と，この名前が一般名詞として













































i-hi min gˇamri al-yawāqīti wa kawānīnu-hā とあるが，
kawānīnu-hā（その竈）の前にある接続詞のwa（と）は，諸写本には見られず，誤って挿入さ
















































裕2009：159 - 162頁］。研究篇186頁によれば，この部分は 6世紀頃ジャーヒリーヤ時代のアラ


































al-‘Umarī, Šihāb al-Dīn Ah・mad b. Yah・yā b. Fad・l Allāh.  al-Ta‘rīf bi-al-must・・alah・ al-šarīf. （『高貴な
る用語』）
校訂：al-Ta‘rīf bi-al-must・・alah・ al-šarīf l-Ibn Fad・l Allāh al-‘Umarī. （Vol. 2 of A Critical Edition 
of and Study on Ibn Fad・l Allāh’s Manual of Secretaryship “al-Ta‘rīf bi’l-must・・alah・ al-
sharīf.”）  Ed. Samir al-Droubi.  al-Karak: Mu’ta University, 1992.
ベイルート版：al-Ta‘rīf bi-al-must・・alah・ al-šarīf.  Ed. Muh・ammad H・usayn Šams al-Dīn.  Bayrūt: 
Dār al-Kutub al-‘Ilmīya, 1988.
『高貴なる用語の解説』写本
B：Ms. 8639.  Deutsche Staatsbibliothek, Berlin.
D1：Ms. Adab 57.  Dār al-Kutub al-Mis・rīya, al-Qāhira.
D2：Ms. Adab 2134.  Dār al-Kutub al-Mis・rīya, al-Qāhira.
F：Ms. Arabe 5872.  Bibliothèque Nationale, Paris.
L：Ms. 659.  Karl Marx Universität, Leipzig.
Ld：Ms. Or. 352.  Universiteit Leiden, Leiden.
S1：Ms. Árabe 1639.  Real Biblioteca del Monasterio, Escorial.
S2：Ms. Árabe 1640.  Real Biblioteca del Monasterio, Escorial.
Sh：Ms. Add. 7466 Rich. British Library, London.
『高貴なる用語の解説』訳注
訳注（ 1）：谷口淳一編「アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー著『高貴なる用語
の解説』訳注（ 1）」『史窓』67号（2010年）：27 - 65頁.
訳注（ 2）：谷口淳一編「アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー著『高貴なる用語
の解説』訳注（ 2）」『史窓』68号（2011年）：51 - 94頁.
訳注（ 3）：谷口淳一編「アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー著『高貴なる用語
の解説』訳注（ 3）」『史窓』69号（2012年）：19 - 53頁.
辞典類
EI2：Gibb, Hamilton Alexander Rosskeen, et al., eds.  Encyclopaedia of Islam.  New edition. 
12vols. and index volume.  Leiden: Brill, 1960 - 2009.
Lane：Lane, Edward William.  Arabic-English Lexicon.  8vols.  London, 1863 - 1893.  Revised 
ed.  2vols.  1984.  Cambridge: The Islamic Texts Society, 2003.
Lisān：Ibn Manz・ūr, Gˇamāl al-Dīn Abū al-Fad・l Muh・ammad b. Mukarram. Lisān al-‘arab.  Ed. ‘Alī 









Masālik/Sayyid：al-‘Umarī, Šihāb al-Dīn Ah・mad b. Yah・yā b. Fad・l Allāh.  Masālik al-abs・ār fī 
mamālik al-ams・ār.  Ed. Ayman Fu’ād Sayyid. Cairo: Institut Français d’Archéologie 




S・ubh・：al-Qalqašandī, Šihāb al-Dīn Ah・mad b. ‘Alī.  S・ubh・ al-a‘šā fī s・inā‘at al-inšā’.  14 vols.  al-
Qāhira, 1913 - 1920.  al-Qāhira: Wizārat al-T
－
aqāfa wa al-Iršād al-Qawmī, 1963.
Tat
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